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図-6 Feイオン濃度とpHとの相関
ここで脱水ケーキと原土の酸化に伴う土壌酸性化の比
較を行うために,図一7を示した｡本研究では,含水比
60,82.5,105%における脱水ケーキと原土の乾燥直後から
8週間後のpHの低下量を土壌の酸性化の指標として示し
た｡これは,値が高いほど多くの酸が生成されたことを意
味する｡なお,原土における各含水比のpH値は,各含水
比から最も近い大小の含水比における pH値から分配し,
近似して得た｡
パイライ ト含有量の多い原土では脱水ケーキよりも水
分段階によりばらつきがあるもののpHの低下が顕著であ
った｡脱水ケーキは,原土ほどpHの低下が顕著ではない
ものの,土壌水分の減少とともにpHの低下量が大きくな
っていることが示されている｡
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図-7 土壌pHの低下の比較
従って,脱水ケーキは,乾燥初期の段階では,化学的に
安定していたが,時間経過と共に,湖底から直接採取を行
った原土ほどではないが,土壌pHが低下し,酸性化した｡
本研究では,脱水ケーキは酸性硫酸塩土壌が示す pH3
以下といった強酸性化を示さなかった｡だが,通常,パイ
ライトの酸化反応はpH3になるまでに1000日のオーダー
がかかることから(久馬ら,1986),今後測定日数を延長する
ことにより脱水ケーキにも強酸性化の可能性も十分に推
測可能である｡
5 おわUに
現在児島湖で実施されている渡漠事業における底泥処
理の評価を行った｡実験結果から,現工程により製造され
ている脱水ケーキは製造初期にはそのpHは中和され 資
源として利用可能である｡しかし,酸性硫酸塩土壌の特性,
すなわち,微生物の作用により,時間の経過とともにその
pHが低下する傾向を示した｡これは,堆積土中のパイラ
イトの存在が不均一であるために,適切な処理が困難であ
ることも一因である｡従って,脱水ケーキを空気に触れる
酸化的条件で利用すると,残存パイライトが酸化し,強酸
性となるとともに,重金属が溶脱して,最終的に植物など
の周辺環境に悪影響を与える可能性がある｡
今後,環境に配慮した,長期間放置していても品質の変化
しない脱水ケーキに改良する事が大きな課題であるが,現
時点では,脱水ケ-キの安定処理,つまりハイライトの完
全除去技術は確立されていないため,脱水ケーキを土壌資
源として利用する際は,還元状態の下,埋め立てなどの土
質材料として利用するのが前提となろう｡
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